
尿素添加による鶏ふんペレットの成分調整と硝化抑制効果

［要約］鶏ふんペレット堆肥に尿素を７～１４％添加して成分調整することで、硝化

を４～６週間以上抑制することができる。
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［背景・ねらい］

家畜ふんペレットの流通利用を促進するためには、用途に応じた成分組成を持つ製品ペ

レットを製造することが有効な手段となる。そこで、成型段階で尿素を添加した場合の製

品ペレットの物理性及び窒素の肥効に与える影響について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．鈴鹿地区における縦型密閉式発酵装置で堆肥化された鶏ふん堆肥の全窒素含量の平均

値は3.2％、水分は18.9％である。平均的な鶏ふん堆肥の場合、尿素を重量割合で約3.5

％添加することで製造過程での損失を考慮しても製品ペレットの窒素成分量を1％（理論

値1.5％）上げることができる（表１）。

２．尿素を添加した製品ペレットの強度及び耐久性は、若干低下するが、添加割合が15％

までであれば実用上問題のないペレットが得られる（表１）。

３．畑土壌条件で溶出する無機態窒素量の全窒素量に対する割合は、30℃、12週間の培養

で鶏ふん堆肥のみでは約50％、成分調整ペレットでは約70％であり、初期の溶出量は尿

素を添加することで高まる（図１）。

４．鶏ふん堆肥をペレット化することで原料堆肥に比べて８週間程度硝化が抑制される。

さらに尿素を添加することで硝化の開始は４～６週間程度遅れ、12週間目での原料堆肥

の硝酸態窒素溶出量に対する成分調整ペレットの堆肥当たりの溶出量の割合は、成分調

整１で78％、成分調整２で32％と抑制効果は尿素添加量が多いほど高くなる（図２）。

［成果の活用面・留意］

１．成型堆肥のコスト対策として高付加価値化のための基礎資料として活用できる。

２．鶏ふん堆肥は特殊肥料に該当し、現行の肥料取締法では普通肥料との混合は認められ

ていない。



［具体的データ］

表１ 供試ペレットの製造条件と物理性及び成分含有量

堆肥1kg当たり 成型条件 製品ﾍﾟﾚｯﾄの物理性 製品ﾍﾟﾚｯﾄ

供試ペレット の尿素添加量 圧力 温 度 圧縮率 強 度 の全窒素*

(g) (kg㎝ ) (℃) (％) (kg) （％）－ ２

鶏ふんﾍﾟﾚｯﾄ － 22 73±5 75.4 4.80 3.94

成分調整ﾍﾟﾚｯﾄ１ 68 24 72±3 78.8 4.65 6.22

成分調整ﾍﾟﾚｯﾄ２ 145 23 74±6 80.2 4.09 8.53

備考：成型条件；単軸エキストルーダー軸速度（混練軸15rpm,押出軸14rpm)、ペレット直径5mm

*全窒素；水分15％に乾燥した製品ペレットの全窒素量

培養条件：ガラス濾過器2G3に乾土25gと堆肥0.5gを混合充填し、土壌水分を最大容水量の60%に調
整したのち30℃で培養（供試土壌：中粗粒灰色低地土）

抽出法：土壌表面に濾紙(2B)を敷き、蒸留水100mlで滴下抽出（約1時間）した後、２M KCl 100ml
で滴下抽出。両抽出液中のNO3-N,NH4-Nの合計量を溶出量とした。

図中数値は１２週目の無機態窒素溶出量の全窒素量に対する割合（％）
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図１ 無機態窒素の溶出量への影響

鶏ふん原料堆肥    鶏ふんﾍﾟﾚｯﾄ      成分調整ﾍﾟﾚｯﾄ１     成分調整ﾍﾟﾚｯﾄ２

47.5 52.0

72.9
70.0

0 2 4 6 8 10 12 14

インキュベート期間(week)

0

20

40

60

80

100

120

N
O

3-
N

溶
出

率
（％

）

鶏ふんﾍﾟﾚｯﾄ 成分調整１ 成分調整２

図２ 原料堆肥からのNO3-N溶出量に対する各ペレットからの
       堆肥当たりの溶出率


